
八坂地区の人口：658人 （男330人 女328人） 

八坂地区の世帯：334 世帯（令和 8 年 4 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   

 

八 坂 地 域 づ く り 協 議 会 

http://www.shinshu-yasaka.com/p20.htm 

https://www.shinshu-yasaka.com     

 

2026 年（令和 8 年）5 月 1 日 

5 月号の記事 
前会長退任挨拶、新会長就任挨拶  

地域づくり協議会総会から       

八坂公民館から              

たけのこ保育園                          

山留の風                 

人事異動                  

…2P 
…3～5P 
…6P 
…7P 
…7P 
…8P 

野平の桜（４月１２日撮影） 

旧東保育所、現在は定住促進住宅になっています 



  

－2－ 

令和 6年度～7年度 

八坂地域づくり協議会 

会長 竹本 明信 

会
長
退
任
に
あ
た
り 

令和８年度～令和９年度 

八坂地域づくり協議会 

新会長 中島 喜一 

会
長
就
任
に
あ
た
り 

八
坂
の
里
山
に
も
桜
の
咲
く
時
期

と
な
り
ま
し
た
が
、
世
界
情
勢
の
悪
化

や
世
界
不
安
な
ど
に
よ
る
燃
料
を
は
じ

め
と
す
る
物
価
高
騰
も
あ
り
、
日
常
生

活
の
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
早

く
安
定
し
た
生
活
環
境
に
戻
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
八

坂
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
竹
本
会
長
の
後
任
に
推
薦
い
た
だ

き
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
責
任
の
大
き
さ
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
合
併
し
て
20
年
を
経
過
し
、

当
地
域
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の

影
響
が
地
域
活
動
に
影
響
が
現
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
定
住

促
進
住
宅
建
設
を
は
じ
め
、
空
き
家
バ

ン
ク
な
ど
人
口
施
策
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域

に
移
住
者
も
増
え
、
子
供
た
ち
の
元
気

な
姿
も
見
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
移
住
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
積
極
的

な
地
域
活
動
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る

姿
も
見
ら
れ
大
変
心
強
く
感
じ
ら
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、山
村
留
学
50
周
年
を
迎
え
記

念
行
事
が
昨
年
大
町
市
で
盛
大
に
開 

 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
山
村
留
学
発
祥
の
地
と
し
て

八
坂
地
区
の
歴
史
に
お
い
て
も
教
育

と
地
域
活
動
に
大
き
な
影
響
を
築
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
活

動
に
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、こ
れ
か
ら
先
に
お
い
て
も
百

年
目
の
節
目
を
こ
の
八
坂
で
迎
え
ら

れ
る
よ
う
山
村
留
学
事
業
の
発
展
と

継
続
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、地
域
の
核
と
な
る
子
供
た
ち

の
少
子
化
に
対
し
ま
し
て
は
、
分
離

型
小
中
一
貫
校
や
特
認
校
と
し
て
4

年
を
迎
え
特
色
あ
る
教
育
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
に
お
き
ま
し
て
も
保
育
園
を
含
め

た
子
育
て
し
や
す
い
教
育
環
境
の
持

続
と
継
続
を
要
望
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
地
で
住
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か

に
暮
ら
せ
、
安
心
安
全
に
生
活
が
送

れ
ま
す
と
と
も
に
、八
坂
の
地
か
ら
旅

立
っ
た
若
者
が
、い
つ
ま
で
も
八
坂
を

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
生
涯
に
渡
り

思
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
の
特
色

を
生
か
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
も
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
委

員
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
大
町
市
八

坂
支
所
職
員
と
と
も
に
連
携
し
、
地

域
課
題
に
向
け
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
乗
り
越
え
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、就
任
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 

桜
の
花
も
咲
き
、
穏
や
か
で
過
ご
し
や
す

い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の

度
、
八
坂
地
域
づ
く
り
協
議
会
長
を
任
期
満

了
に
よ
り
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
力
不
足
な

が
ら
任
期
を
全
う
で
き
ま
し
た
の
も
地
域
の

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
令
和
６
年
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
も
、
５
類
に

移
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
各
種
の
イ
ベ
ン
ト

等
も
コ
ロ
ナ
渦
以
前
の
よ
う
な
状
況
に
戻
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
中
、
北
ア
ル
プ
ス
国

際
芸
術
祭
が
９
月
か
ら
11
月
ま
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
も
八
坂
地
区
で
の
ア
ー
ト
作

品
で
は
、
地
域
の
皆
様
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
制
作
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
に
は
、
多
く
の
鑑
賞
者
が
来

場
さ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
地
域
の
魅

力
発
信
と
と
も
に
参
加
者
等
と
の
交
流
が
深

ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
は

県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
八

坂
地
区
で
も
住
宅
の
屋
根
瓦
が
落
ち
た
り
、

道
路
の
石
垣
が
崩
れ
る
等
の
被
害
が
あ
り
ま 

 

し
た
。
幸
い
に
も
人
的
な
被
害
が
な
く
、

安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

各
自
治
振
興
会
で
は
万
が
一
の
災
害
に
備

え
、
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
・
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
セ
ッ
ト
」
の
非
常
電
源
や
テ
ン
ト
等

を
整
備
し
、
地
域
の
安
心
安
全
に
努
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
昨
年
は
、
合
併
20
年
と
い
う
こ
と

で
八
坂
秋
祭
り
の
折
に
、
八
坂
村
閉
村
記

念
式
典
時
に
八
坂
支
所
敷
地
内
に
埋
設
し

た
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
は
、

当
時
の
保
育
園
児
、
小
中
学
生
や
、
地
域

住
民
の
方
々
が
将
来
に
向
け
て
の
思
い
を

込
め
た
手
紙
や
品
物
が
数
多
く
入
れ
ら
れ

て
お
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
、
当
時
の

懐
か
し
い
思
い
出
話
等
に
話
が
弾
み
、
思

い
出
深
い
ひ
と
時
に
な
っ
た
も
の
と
感
じ

ま
し
た
。 

協
議
会
で
は
、
さ
ら
な
る
八
坂
地
域
の

振
興
を
目
指
し
、
移
住
定
住
な
ど
人
口
対

策
事
業
の
継
続
や
自
治
組
織
の
在
り
方
の

検
討
、
大
勢
の
方
が
参
加
し
交
流
が
図
れ

る
公
民
館
事
業
へ
の
支
援
等
、
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
計
画
で
す
。 

地
域
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
協
議
会

活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
会
長
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 



  

 

 

 

 

 

 

  

 

 
【地域づくり協議会】 
１）八坂ビューポイント整備 

6/21 相川・大曲ポケットパーク花植えに協力 22 名 
8/3  唐花見湿原周辺整備 11 名 

２）市長への要望活動 
10/31  牛越市長への要望（大町市役所 庁議室） 正副会長出席 

 ３）地域間交流事業（八坂秋まつり）及びタイムカプセル開封式開催への協力 
     10/25  八坂小中学校（そよかぜ校舎）体育館及び校庭 参加者 約 300 名 

４）明野太陽光発電事業への対応 
   11/14 明野太陽光発電事業の合同踏査〈明野地区太陽光発電設備、2 業者の施設〉参加者８名 

５）公民館連携事業 
(１)八坂塾への支援 そば打ち教室、しめ縄づくり講習会、竹細工講習会 
(２)公民館活動への支援  

  5/31  ふれあい運動会開催〈八坂小中学校前期課程校庭〉 
   ８/2  八坂公民館長杯マレットゴルフ大会  
  10/25～26 八坂地区文化祭〈八坂小中学校前期課程〉 
   1/10  郷土かるた大会開催〈八坂小中学校前期課程〉 
   3/1  レクレーションスポーツ大会開催〈八坂小中学校前期課程体育館〉 

       ○自治振興会長会議 ・地区要望事項の取りまとめ 
    

    ○健康福祉環境部会 ・八坂地区敬老会への協力 ・日赤奉仕団八坂支部講習会開催〈八坂支所〉 
・道路愛護会の実施（年 4 回） 
・地域支え合い事業「おでかけサロン」の開催（６回） 

4/23 地志原集会所（5 名）・5/26 明野集会所（４名） 
5/29、10/6 切久保公民館（12 名、10 名） 
10/8 野平生活改善センター（６名）・11/21 舟場基幹センター（申込者なし） 

               3/27 野平生活改善センター（９名） 全６回 計 46 名参加 
   〇地域振興部会   ・八坂ビューポイント整備及び、やさかボランティア隊活動の支援 

      6/13 八坂地区花いっぱい事業（希望のあった自治会に配布） 
4/6  やさかボランティア隊活動への支援 ラベンダーの補植作業〈瀬口ラベンダー園〉 

 
－3－ 

令和 7 年度に実施した地域づくり協議会の主な事業 
 

令和8 年4 月10 日、八坂地域づくり協議会定期総会が開催され、令和7 年度の事業報告、決
算、令和8 年度の事業計画（案）、予算（案）及び役員改選が承認されました。 

当日は八坂地域づくり委員会、自治振興会長会議も併せて行われ、八坂地域づくり協議会会長に
中島喜一さん、副会長には勝野健一さん、大日方隆さんが選出されました。これから2 年間よろし
くお願いします。 
 

○総務部会     ・交通安全運動の実施、啓発活動 ・広報誌「やさかだより」の発行 他 



 
 

 
 

 

 
【支 出】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項   目 決 算 額 内   訳 

1 会費 1 会費 251,000 
大平 90 戸・石原 22 戸・切久保 34 戸 

中央 18 戸・野平 52 戸・舟場 35 戸 計 251 戸 

2 補助金 

1 交付金 69,155 日赤社資交付金 

1 地域づくり事業補助金 1,200,000 市補助金 

2 環境整備事業補助金 772,090 道路愛護事業補助金  

3 その他補助金 133,937 交通安全、防犯事業、市連合自治会 

3 繰越金 1 繰越金 625,710 前年度繰越金 

4 雑収入 1 雑収入 6,339 貯金利子他 

合   計 3,058,231  

項   目 決 算 額 内   訳 

1 総務費 1 会議費等 342,380 会議等参加旅費、 会議費他諸経費他 

2 協議会事業 1 地域づくり事業 339,224 八坂塾講師謝礼他 

3 総務部会事業 361,102  

 

1 交通安全対策事業 176,728 交通安全関係啓発用品他 

2 防犯対策事業 35730 防犯対策啓発消耗品他 

3 広報紙発行事業 148,644 やさかだより作成費等 

4 健康福祉環境部会事業  1,001,741    

 

 

 

1 社会福祉事業 128,653 地区敬老会開催への協力 

2 環境整備事業 772,090 道路愛護事業補助金 

3 奉仕団活動事業 100,998 日赤奉仕団ボランティア保険料 奉仕団活動助成 他 

５地域振興部会事業   

 

1 定住促進事業 43,019 北アルプス地域関わり隊事業への協力 

２地域振興紹介事業 513,571  
花いっぱい事業、第 4 回フォトコンテストへの協力、 

ホームページ管理料 

6 予備費 １予備費 1,230 八坂秋まつり負担金 

      合       計 2,602,267  

令和 7 年度 決 算 報 告 

－4－ 

－ 

【.収 入】  (単位：円) 

 

新役員・新委員の皆さんです。2年間よろしくお願いします。 

八坂地域づくり委員会・八坂地域づくり協議会（R8.4～R10.3） 

 

八坂地域づくり協議会 

会長 中島 喜一 

副会長 
勝野 健一 
大日方 隆 

総務部長 小浪 和正 
健康福祉環境部長 濱武 裕祐 
健康福祉環境副部長 北澤 久男 
地域振興部長 北澤 豊繁 
地域振興副部長 中村 広宣 
委員 北澤 尚泰 

〃 大澤 泉 
〃 丸山 茂 
〃 佐藤 眞一 

公民館責任者代表 越山 英利 

 

  

八坂地域づくり委員会 

会長 中島 喜一 
副会長 北澤 豊繁 
委員 北澤 尚泰 

〃 大澤 泉 
〃 仁科 弘 
〃 丸山 茂 
〃 佐藤 眞一 
〃 大日方 隆 
〃 勝野 健一 
〃 中村 広宣 
〃 濱武 裕祐 

  
  
  
  
  
  
  

収入 3,058,231 円-支出 2,602,267 円＝残額 455,964 円（次年度へ繰越） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【.収 入】                                                  (単位：円) 

項   目 予算額 内   訳 

1 会費 1 会費 255,000 
大平 93 戸・石原 21 戸・切久保 36 戸 
中央 18 戸・野平 52 戸・舟場 35 戸 計 255 戸 

2 補助金  

1 交付金 250,000 日赤社資交付金 

1 地域づくり事業補助金 1,200,000 市補助金 

2 環境整備事業補助金 800,000 道路愛護事業補助金  

3 その他補助金 135,000 交通安全対策事業、防犯事業、市連合自治会 

3 繰越金 1 繰越金 455,964 前年度繰越金 

4 繰入金 1 基金繰入金 0 基金繰入金 

5 雑収入 1 雑収入 7,036 貯金利子 他 

合   計 3,103,000  

 
【支 出】 

 
 

 

項   目 予算額 内   訳 

1 総務費 1 会議費等 205,000 会議等参加旅費 会議資料用紙代他 

2 協議会事業 1 地域づくり事業 465,000 八坂塾講師謝礼八坂ビューポイント整備への協力他 

3 総務部会事業 345,000  

 

1 交通安全対策事業 155,000 交通安全関係会議旅費、交通安全啓発消耗品他 

2 防犯対策事業 40,000 防犯協会関係会議旅費、防犯啓発消耗品他 

3 広報紙発行事業 150,000 「やさかだより」用紙代,コピー代 他 

4 健康福祉環境部会事業  1,235,000  

 

 

 

1 社会福祉事業   140,000 敬老会・高齢者の集い補助・地域支え合い事業 

2 環境整備事業 800,000 道路愛護活動補助金 

3 奉仕団活動事業 295,000 奉仕団活動助成金他・安心安全なまちづくり配分 

５地域振興部会事業 610,000  

 
1 定住促進事業 100,000 体験ツアー、移住者との交流会等 

2 地域振興地域紹介事業 510,000 HP 管理料、花いっぱい事業、フォトコンテスト補助      

6 予備費 １予備費 13,000  

      合       計 3,103,000   

令和 8 年度 予算 

令和 8 年度 事業計画 
 【事業計画】 

 
１ 協議会 
  ○ 定期総会    

○ 地域づくり協議会  
 ・八坂ビューポイント整備 

   ・先進地視察研修 
   ・地域間交流イベントの開催協力(八坂秋まつり)   
   ・各種要望活動 
   ・地区内の課題等への対応  
   ・明野地区太陽光発電事業の協定に基づく対応 
   ・生ごみ堆肥化処理施設に関する監視等の対応  

<公民館連携事業の推進> 
公民館事業は 6Ｐ参照 
 

２ 自治振興会長会議  (随時開催) 
   ・市連合自治会事業等との連絡調整 
      ・地区要望事項の取りまとめ  
   ・自治組織の在り方の検討 
   ・道路愛護活動の作業範囲の見直し 
   ・自主防災会活動に関すること 
   ・定住促進に関すること等の検討 
    

３ 総務部 
・交通安全運動及び啓発活動  ４回/年 
・交通安全啓発用品の整備 
・防犯パトロール等の実施 
・「やさかだより」の発行 7 回/年 他  

  
４ 健康福祉環境部 
・八坂地区シニアの集い・地区敬老会への協力 
・道路愛護活動環境美化事業 （4 回/年） 
・日赤奉仕団八坂分団活動の支援及び講習会の 

実施  
・地域支え合い事業「おでかけサロン」の実施  
 

５ 地域振興部会 
・八坂ビューポイントの整備 
  相川展望公園整備・唐花見湿原等の周辺整備 
・「やさかボランティア隊」活動への支援 
  地域づくりに関わる団体、学校支援ボランティ

ア活動への協力 
  たけのこ保育園、八坂小中学校との連携に関

すること等 
・移住者との交流会の企画と実施 
・八坂地区花いっぱい事業 
・ホームページの管理 
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令和 8年度 八坂公民館 行事予定 

議長 大日方 隆 舟場 自治振興会長 
副議長 北澤 尚泰 大平 自治振興会長 
委員 大澤 泉 石原 自治振興会長 
〃 仁科 弘 切久保 自治振興会長 
〃 丸山 茂 中央 自治振興会長 
〃 佐藤 眞一 野平 自治振興会長 

 

自治振興会長会議 （R8.4～R9.3） 今年度は自治振興会や協議会の役員の
切り替えの年となり、新しい役員、委員
の皆さんが決定しました。 

また、八坂地域づくり委員会の委員も
新たに市長より委嘱されました。これか
ら令和10年３月までの２年間宜しくお
願いします。 

前委員の皆様には大変お世話になり 
ありがとうございました。 
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◆八坂塾（地域文化伝承講座） ４月～３月 

郷土の自然、歴史、文化を学習する講座を行います。 

（竹細工、わら細工、文化財巡り、そば打ち講座、クラフトバンド等） 

◆高砂大学（高齢者学級） ６月～３月（全９回） 

  高齢者を対象にした生涯学習の講座です。 

◆すこやか広場（親子教室） ６月～３月（全８回） 

  乳幼児、未就園児と保護者を対象にした子育て学習と交流の場です。 

◆自然体験教室（通学合宿とキャンプ） ６月１７日（水）～２１日（日） 

  山村留学センターに宿泊して山村留学生との交流を行います。 

◆第１４回八坂地区ふれあい運動会 ６月６日（土） 

  地域、小中学校、保育園合同で開催します。 

◆マレットゴルフ大会 ７月１９日（日） 

  学友会と共催で行うマレットゴルフ大会です。 

◆八坂地区文化祭 １０月２４日（土）～２５日（日） 

  地域の皆さんが一堂に会して行う文化の祭典です。 

◆八坂地域子育てセミナー １１月下旬 

  園児と小中学生及び保護者が体験学習を行い楽しく過ごす機会です。 

令和９年 

◆第４７回かるたもちつき大会 １月９日（土） 

  八坂郷土かるたともちつき体験を行い、郷土を学ぶ機会です。 

◆健康づくり教室（元笑気クラブ） １月～２月 

  自身の体力チェックを行い、適切な運動方法を学ぶ教室です。 

◆八坂、美麻、育てる会スキー交流会 ２月１日（月）・２月１１日（木） 

  山村留学生と交流を深め、スキーの技術を学ぶ機会です。 

◆レクリェーションスポーツ大会 ２月２８日（日） 

  冬季の運動不足解消と地域の交流を図ります。 
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入園おめでとうございます 

「学園生の心がまえ」 
１．山村留学中は、いつも自分の足で歩くよう努力し、自然の中でたくさん活

動し、「ここでしかできないこと」をたくさんします。 
２．あいさつや、言葉づかいに気をつけ、「自分のことは自分でやる」けじめの

ある生活をします。 
３．山村留学生活に必要なもの以外、必要以上に多く物を持たず、物を大切に

し、無駄なお金を使わない「がまん」する生活をします。 
４．食事は好き嫌いなく残さず食べ、感謝の気持ちを忘れないようにします。 
５．自分のことだけでなく、相手の気持ちを考えながら過ごすように努力しま

す。特に、周りで困っていたり、悩んでいる人のことを、みんなで考え、助
け合って生活します。 

６．自分の目標をもって生活し、収穫祭や修園のときには、成長や成果を、自
分の言葉と大きな声で堂々と発表します。 
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と
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今
年
度
も
八
坂
地
区
の
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て
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な
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、
山
村
留
学
の
取
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を
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。
本
年
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も
ど
う
ぞ
よ
ろ
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く
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願
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い
た
し
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す
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《転出》 
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勝野 直美  大町公民館分室へ 
 

《転入》 

郷津 里美  民生係 
    

たけのこ保育園 

《転出》 

柳本 幸博（園長） しらかば保育園へ 
   

 

   
 

《転入》 
勝野 敬子（園長） しらかば保育園園長より 
傳刀 恵      はなのき保育園より  
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 人事異動 八坂の皆さん、よろしくお願いします 

八坂小中学校 

《退職》 
  高橋 文男 
  丸山 由美子 
 
《転任》 

  小河 裕子    松川中学校へ 
斎藤 武      高甫小学校 
坂本 秀行    大町北部小学校へ 
田上 龍生    並柳小学校へ 
木下 政道    高瀬中学校へ 
中野 芙美葉   広陵中学校へ 
小澤 邦年    大町市立図書館へ 
チェロキー・ロレケ  大町南部小学校へ 
 

《転入》   
森川 寛（副校長） 中条中学校より    
矢口 直樹（教頭） 大町中学校より 
徳嵩 敏幸     美麻小中学校より 
熊谷 拓真     高遠小学校より 
糀 綾子      豊平小学校より 

  佐藤 龍斗     新規採用 
  東條 明穂     美麻小中学校より    
  傳刀 章男     大町西小学校より 
  清水 孝治     大町南小学校より 
  宮澤 理恵     （兼務から八坂小中のみに変更） 
  伊澤 智子     （大町北部小学校と兼務） 
  チェロキー・ロレケ  （大町南部小、八坂小中後期の兼務） 
  カマゼルト ショーン （前期課程・美麻小中学校兼務） 
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